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■吉島家
 江戸初期に整備された越中街道沿いにあり、江戸時代後半から民家が建ち並ぶようになった町人地にある。主屋、倉は明

治 40 年（1907）に建てられ、に国の文化財に指定。大工西田伊三郎が、建築士の考え方で建てた、バランスの良い優れた

デザインの建物である。間口が広く、2 階の階高を抑え建物全体が低いので、道路幅との均衡がとれている。建物全体は、間

口約 26m、奥行約 26m。大工は主屋を川原町西田伊三郎が、座敷を吉城郡上宝村の内山新造が建てた。 

 吉島家の初代は文政 6 年（1823）に没した休兵衛で、代々生糸、繭の売買、金融、酒造業を営んだ。明治 8 年（1875）高

山の大火後翌 9 年再建、しかし明治 38 年（1905）再び類焼し、明治 40 年に再建されて現在に至る。 

 隣つづきの日下部家と異なるところは、軒下にセガイ天井がなく、前側 2 階の柱間が広い。内部の吹き抜けを見ると、棟ま

で 1 本で通した檜の大黒柱は太く美しい。大黒柱に組み込まれた吹抜部分の梁組は、丁寧に鉋で仕上げられ、漆を塗られて

いる。天窓から差し込む幾筋かの光が、斜めにこの吹抜けを通る構造はすばらしいものがある。 

■日下部家
 江戸初期に整備された越中街道沿いにある。昭和 41 年、主屋、文庫倉、新倉の 3 棟が国指定。主屋は明治 12 年

(1879)、倉は明治 12 年。明治 8 年（1875）の大火で焼失後、東側の角屋敷から現在地に移り、明治 12 年(1879)1 月 22

日上棟式が行なわれた。大工は名工川尻治助である。前庭をつくり、棟の高い 2 階家を建てることは江戸時代に許されなか

ったが、明治になって棟梁川尻治助が力量を発揮して造った住宅である。建物全体は、間口約 25m、奥行約 29m である。 

 蓄積していた良材で組み上げられた「オエ」、「ドジ」上の見事な梁組、美しく整った座敷まわり、よく整備された中庭などに風

格の高さが現れている。内部へ入って見上げると、整然としてしかも躍動美のある梁組が見られ、磨き上げられた光沢がまた

美しい。檜の大黒柱とウシ梁と呼ばれる大梁、束や梁・桁などが規則正しい軸組を構成し、構造美を演出している。ウシ梁は

断面的に下部を細くすることにより、太鼓腹を美しく見せている。木組の構造美を見せる意匠である。畳が全部で 147 畳も敷

いてある大きな旧商家である。 

参考文献 『高山市史・建造物編』 



0001_中庭 0002_中庭 0003_中庭 0004_中庭 0005_中庭

0006_中庭 0007_中庭 0008_中庭 0009_中庭 0010_中庭

0011_中庭 0012_中庭 0013_中庭 0014_中庭 0015_中庭

0016_中庭 0017_中庭 0018_作品 0019_作品 0020_作品

0021_作品 0022_作品 0023_吉島家住宅 0024_吉島家住宅 0025_吉島家住宅

0026_吉島家住宅 0027_吉島家住宅 0028_吉島家住宅 0029_吉島家住宅 0030_吉島家住宅

0031_吉島家住宅 0032_吉島家住宅 0033_吉島家住宅 0034_吉島家住宅 0035_吉島家住宅

0036_吉島家住宅 0037_吉島家住宅 0038_吉島家住宅 0039_吉島家住宅 0040_吉島家住宅

0041_吉島家住宅 0042_吉島家住宅 0043_吉島家住宅 0044_吉島家住宅 0045_吉島家住宅

0046_吉島家住宅 0047_吉島家住宅 0048_吉島家住宅 0049_吉島家住宅 0050_吉島家住宅

吉島家



0051_吉島家住宅 0052_吉島家住宅 0053_吉島家住宅 0054_吉島家住宅 0055_吉島家住宅

0056_吉島家住宅 0057_吉島家住宅 0058_吉島家住宅 0059_吉島家住宅 0060_吉島家住宅

0061_吉島家住宅 0062_吉島家住宅 0063_吉島家住宅 0064_吉島家住宅 0065_吉島家住宅

0066_吉島家住宅 0067_吉島家住宅 0068_吉島家住宅 0069_吉島家住宅 0070_吉島家住宅

0071_吉島家住宅 0072_吉島家住宅 0073_吉島家住宅 0074_吉島家住宅 0075_吉島家住宅

0076_吉島家住宅 0077_吉島家住宅 0078_吉島家住宅 0079_吉島家住宅 0080_吉島家住宅

0081_吉島家住宅 0082_吉島家住宅 0083_吉島家住宅 0084_吉島家住宅 0085_吉島家住宅

0086_吉島家住宅 0087_吉島家住宅 0088_和室 0089_和室 0090_和室

0091_和室 0092_和室 0093_和室 0094_和室 0095_和室

0096_外観 0097_外観 0098_外観 0099_外観 0100_外観



0101_外観 0102_外観 0103_外観 0104_外観 0105_外観

0106_外観 0107_外観 0108_外観 0109_外観 0110_外観

0111_外観 0112_外観 0113_外観 0114_外観 0115_外観

0116_外観 0117_外観 0118_外観 0119_外観 0120_外観

0121_外観 0122_外観 0123_外観 0124_居間 0125_居間

0126_居間 0127_居間 0128_居間 0129_居間 0130_居間

0131_居間 0132_居間 0133_居間 0134_居間 0135_居間

0136_居間 0137_居間 0138_居間 0139_居間 0140_居間

0141_居間 0142_居間 0143_居間 0144_居間 0145_居間

0146_居間 0147_居間 0148_居間 0149_居間 0150_居間



0151_居間 0152_居間 0153_居間 0154_居間 0155_居間

0156_居間 0157_居間 0158_居間 0159_居間 0160_居間

0161_居間 0162_居間 0163_居間 0164_居間 0165_居間

0166_居間 0167_居間 0168_居間 0169_居間 0170_居間

0171_居間 0172_居間 0173_居間 0174_居間 0175_座敷

0176_座敷 0177_座敷 0178_座敷 0179_座敷 0180_座敷

0181_座敷 0182_座敷 0183_座敷 0184_座敷 0185_座敷

0186_座敷 0187_座敷 0188_座敷 0189_座敷 0190_座敷

0191_座敷 0192_座敷 0193_座敷 0194_応接室 0195_応接室

0196_応接室 0197_応接室 0198_蔵 0199_蔵 0200_蔵



0201_蔵 0202_説明映像 0203_説明映像 0204_説明映像 0205_説明映像



0001_なかのおいえ 0002_なかのおいえ 0003_なかのおいえ 0004_なかのおいえ 0005_仏間

0006_入口 0007_入口 0008_台所（囲炉裏） 0009_台所（囲炉裏） 0010_台所（囲炉裏）

0011_台所（囲炉裏） 0012_台所（囲炉裏） 0013_台所（囲炉裏） 0014_台所（囲炉裏） 0015_外観

0016_外観 0017_外観 0018_外観 0019_外観 0020_外観

0021_外観 0022_外観 0023_外観 0024_外観 0025_外観

0026_外観 0027_外観 0028_外観 0029_外観 0030_外観

0031_外観 0032_外観 0033_外観 0034_外観 0035_外観

0036_外観 0037_外観 0038_外観 0039_外観 0040_外観

0041_外観 0042_外観 0043_展示 0044_展示 0045_展示

0046_展示 0047_展示 0048_展示 0049_展示 0050_展示

日下部家



0051_展示 0052_展示 0053_展示 0054_展示 0055_展示

0056_展示 0057_庭 0058_庭 0059_庭 0060_庭

0061_庭 0062_庭 0063_庭 0064_日下部邸 0065_日下部邸

0066_日下部邸 0067_日下部邸 0068_日下部邸 0069_日下部邸 0070_日下部邸

0071_日下部邸 0072_日下部邸 0073_日下部邸 0074_日下部邸 0075_日下部邸

0076_梁 0077_梁 0078_梁 0079_梁 0080_梁

0081_梁 0082_梁 0083_梁 0084_梁 0085_梁

0086_梁 0087_梁 0088_梁 0089_梁 0090_梁

0091_梁 0092_梁 0093_梁 0094_梁 0095_梁


